
令和６年度みよし市表彰審査委員会 次第 

 

日時 令和６(2024)年９月５日（木） 

午後４時から 

場所 みよし市役所 ５階 政策審議会室 

 

１ 委嘱状交付  

 

 

２ 市長挨拶 

 

 

３ 委員長及び副委員長の選任 

 

 

４ 諮 問 

 

 

５ 審 議 

 

 

６ 答 申 

 

 

７ その他 

感謝状候補者について 

 

 

 

 

 



令和６年度みよし市表彰審査委員会委員名簿 

 

 

   委 員   冨 樫 佐智子 

 

   委 員   星 野 孝 子 

 

委 員   古 田 みどり 

 

   委 員   鈴 木   淳 

 

委 員   小野田 俊 尚 

 

委 員   村 田 信 光 

 

任期 令和６年９月１日から 

   

令和８年 8 月 31 日まで 

 



表彰審査委員会配席図 

                

  

                           みよし市役所 

                          ５階 政策審議会室 

 

 

              

    

       市 長              冨樫佐智子委員 

 

 

    深谷部長                  星野孝子委員 

 

 

   岡田参事                    古田みどり委員 

 

 

 近藤次長                      鈴木淳委員 

                           

     

 近藤課長                    小野田俊尚委員                               

                                 

 

三﨑副主幹                  村田信光委員 

 

 

    横田主任主査 

   

      

 

  

         

              廊下 



 

 

令和６年度 

表彰候補者 

 

 

 

 

 

（令和６年１１月２日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和６年度　表彰候補者

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

さかい　きいち

酒井　喜市

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

こんどう　りゅうじ

近藤　隆治

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

くぬぎ　ゆきこ

功刀　由紀子

敬称は省略いたしております

備考

・収入役(4年)(退職：H18.3.31)
・農業委員(6年0月半)(退職：H26.7.19)
・文化協会会長(8年)(退職：H29.3.31)
・表彰審査委員会(委員長、委員)(8年)(退職：R6.8.31)

・みよし市感謝状(自治功労)(H18)
・みよし市感謝状(産業功労)(H26)

74
滋賀県
大津市

自治 環境審議会 16年 18年5月

自治

備考

8年

1

3

副市長

2

8年

主な功績

12年82

64 福田

主な功績 備考

・副市長(4年)(退職：R5.3.31)
・消防団員(8年)(退職：H5.3.31)
・社会福祉協議会会長(1年6月半)(現職)
・国民健康保険運営協議会委員(1年4月半)(現職)
・介護保険運営審議会委員(1年5月半)(現職)
・地域包括支援センター運営協議会委員(1年5月半)(現職)
・地域密着型サービス運営審議会委員(1年5月半)(現職)

主な功績

莇生 自治 収入役

・環境審議会(委員、副会長)(18年5月半)(現職)
・率先行動計画外部監査員(18年5月半)(退職：R5.3.31)

・みよし市感謝状(自治功労)(R4)

17年3月



令和６年度　表彰候補者
敬称は省略いたしております

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

あきまつ　せいき

秋松　成喜

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

まつなみ　ひろあき

松波　廣昭

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

やながわ　まさる

柳川　傑
16年 22年7月

主な功績 備考

・スポーツ協会(会長、副会長、理事、評議員)(22年7月
半)(現職)

・みよし市感謝状(体育功労)(R4)
・みよし市スポーツ協会スポーツ功労賞(R4)

6

72 新屋 体育 スポーツ協会役員

16年 29年7月

主な功績 備考

・スポーツ推進委員(委員長、副委員長、委員)(29年7月
半)(現職)
・スポーツ推進審議会副委員長(7年)(退職：H30.3.31)
・体育協会(副会長、理事)(11年)(退職：H30.3.31)

・みよし市感謝状(体育功労)(R4)
・愛知県体育指導委員10年勤続表彰(H17)
・東海四県体育指導委員功労者表彰(H22)
・愛知県スポーツ推進委員20年勤続表彰(H27)
・中ブロックスポーツ推進委員功労者表彰(H29)
・公益財団法人全国スポーツ推進委員連合スポーツ推
進委員功労者表彰(H31)

5

75 東山 体育 スポーツ推進委員

16年 26年

主な功績 備考

・社会教育委員(委員長、委員)(20年)(退職：R6.3.31)
・青少年健全育成推進協議会(会長、委員)(21年)(退職：
H31.3.31)
・図書館協議会委員(6年)(退職：R6.3.31)

・三好町感謝状(体育功労)(H8)
・三好町賞状(栄誉賞)(H19)
・みよし市表彰(体育功労)(H23)
・みよし市賞状(奨励賞)(H29)
・みよし市感謝状(教育功労)(R3)
・愛知県教育表彰(社会教育)(R5)

4

88 東山 教育 社会教育委員



令和６年度　表彰候補者
敬称は省略いたしております

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

かみや　ちえ

神谷　千恵

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

みやもと　ますじ

宮本　益治

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

おだなか　きょうこ

小田中　京子
16年 24年

主な功績 備考

・統計調査員(24年)(退職：R4.5.31)

・みよし市感謝状(産業功労)(R4)
・愛知県知事賞(H18)
・経済産業省大臣官房調査統計審議官感謝状(H23)
・総務大臣表彰(H26)
・国勢調査統計局長感謝状(H27)
・経済産業大臣表彰(R3)

9

68 東山 産業 統計調査員

16年 22年8月

主な功績 備考

・介護保険運営審議会委員(委員、会長)(22年8月)(退職：
R6.5.31)
・地域包括支援センター運営協議会委員(13年8月半)(退職：
R6.5.31)
・地域密着型サービス運営審議会(14年1月半)(退職：
R6.5.31)

8

71
名古屋市
熱田区

社会福祉 介護保険運営審議会

16年 25年4月

主な功績 備考

・介護認定審査会委員(25年4月半)(現職)

7

80 知立市 社会福祉 介護認定審査会委員



令和６年度　表彰候補者
敬称は省略いたしております

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

いっぱんしゃだんほうじんとよたかもしかいしかい

一般社団法人　
豊田加茂歯科医師会

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

ますおか　ふみこ

増岡　扶美子

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

おのだ　ゆたか

小野田　𫓐
- -

主な功績 備考

・市のために平成28年から継続して延べ300万円以上の寄
附

12

77 明知下 奇特篤行 300万円以上の寄附 （個人）

16年 29年2月

主な功績 備考

・ボーイスカウト活動におけるボランティア(29年2月半)
・みよし市感謝状(ボランティア功労)(R3)
・ボーイスカウト日本連盟特別年功章(20年)(H30)
・豊田市文化振興財団青少年健全育成功労賞(R1)

11

65 打越 ボランティア ボランティア活動

16年 35年7月

主な功績 備考

・8020運動を通じた口腔健康の保持、増進おけるボランティ
ア活動

【代表者：会長 田代 和久】

10

- 豊田市 ボランティア ボランティア活動



 

 

令和６年度 

感謝状候補者 

 

 

 

 

 

（令和６年１１月２日現在） 

 



令和６年度　感謝状候補者

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

ほりき　さなえ

堀木　早苗

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

こいけ　すずえ

小池　鈴江

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

むらまつ　とよひさ

村松　豊久

敬称は省略いたしております

2

78 あみだ堂 自治 環境美化指導員

1

64 好住 自治 環境美化指導員

8年 8年7月

主な功績 備考

・環境美化指導員(8年7月半)(現職)

10年

主な功績 備考

・環境美化指導員(10年)(退職：R6.3.31)
・児童厚生員(4年)(退職：R3.3.31)

8年

9年2月

主な功績 備考

・いじめ問題対策委員(9年7月半)(現職)

8年

3

71 名古屋市 教育 いじめ問題対策委員会



令和６年度　感謝状候補者

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

おかもと　さだゆき

岡本　貞之

番号 氏名 年齢 地区 功労 基準職 基準 年数 換算年数

わだいこ りゅうおうりゅうてのこ

和太鼓
龍桜流嚞乃鼓

敬称は省略いたしております

5

ー 打越 ボランティア ボランティア活動

4

70 明知上 体育 スポーツ協会役員

8年 15年7月

主な功績 備考

本市の郷土芸能の発展におけるボランティア活動
市主催行事や地域のイベントでの演奏
福祉事務所での慰問演奏

みよし市社会福祉協議会会長 感謝状(R5)
【代表者：柴本 靖子】

13年7月

主な功績 備考

・スポーツ協会評議員(13年7月半)(現職)
・安全なまちづくり推進協議会(2年)(退職：R2.3.31)
・青少年健全育成推進協議会委員(2年)(退職：R3.3.31)
・行政相談員(5年7月半)(現職)
・明知上区長(1年)(退職：R3.3.31)
・環境美化指導員(1年)(退職：R4.3.31)

8年



 

○みよし市表彰条例 

昭和53年３月24日 

条例第１号 

（目的） 

第１条 この条例は、市政の発展及び住民の福祉増進に貢献し、その功績顕著なものを表彰

することを目的とする。 

（表彰） 

第２条 表彰は、次に掲げるものについて市長がこれを行う。 

(1) 地方自治の進展に貢献し、その功績の顕著なもの。 

(2) 教育・体育・学術技芸その他文化の振興に貢献し、その功績の顕著なもの。 

(3) 地方民生の安定に尽力し、その功績の顕著なもの。 

(4) 産業の開発振興に貢献し、その功績の顕著なもの。 

(5) 奇特篤行者で特に市民の模範となるもの。 

(6) その他特に表彰するを適当と認めるもの。 

（審査委員会の設置） 

第３条 第２条及び第４条に該当するものを審査するため、みよし市表彰審査委員会（以下

「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会に関する事項は、市長が規則で定める。 

（表彰の取り消し） 

第４条 被表彰者が地方自治の本義に反し、又は市の行う事業を害するような行為をなした

ときは、委員会の同意を得てこの条例による表彰を取り消すことができる。 

（委任） 

第５条 この条例に定めるものの外及びこの条例の施行に関して必要な事項は、市長が別に

定める。 

附 則 

１ この条例は、昭和53年５月１日から施行する。 

２ 三好町表彰規程（大正５年規程第３号）は、この条例施行の日から廃止する。 

 



 

○みよし市表彰条例施行規則 

昭和53年３月24日 

規則第１号 

改正 昭和56年９月19日規則第15号 

平成３年９月10日規則第17号 

平成５年９月30日規則第20号 

平成12年７月31日規則第31号 

平成18年６月28日規則第34号 

平成19年２月21日規則第６号 

平成19年８月21日規則第38号 

平成21年11月５日規則第36号 

平成26年11月20日規則第29号 

平成28年11月29日規則第64号 

平成29年２月17日規則第４号 

令和２年２月21日規則第３号 

（目的） 

第１条 この規則は、みよし市表彰条例（昭和53年条例第１号。以下「条例」という。）

の施行に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（審査委員会） 

第２条 条例第３条によるみよし市表彰審査委員会（以下「委員会」という。）は、条例の

適用に関し市長の諮問に応じ、又は必要な事項を市長に助言する。 

２ 委員会の委員は６名以内とし、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。ただし、臨時

に委員を加えることができる。 

(1) 学識経験者 

(2) 市の職員 

３ 委員の任期は２年とし、その再任を妨げない。 

補欠による委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

４ 委員会に委員の互選による委員長及び副委員長各１名を置く。委員長及び副委員長の任

期は２年とする。 

５ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

（会議） 



 

第３条 委員会は、委員長が招集し全員の出席により開催する。ただし、特別の事情がある

ときはこの限りでない。 

（該当者の具申及び審査） 

第４条 条例により表彰を必要と認めるものがあるときは、その経歴及び功績並びに賞罰の

有無等を詳記した調書を添え、毎年８月31日までに又は特別の事情があるものについて

は、その都度これを市長に具申するものとする。 

２ 市長は、前項の具申があったときはこれを審査会に諮問するものとする。 

３ 前項の諮問を受けたときは、委員長は直ちに審査会を開き、表彰の適否を審査し、その

結果を市長に文書でもって答申しなければならない。 

（具申の対象範囲） 

第５条 条例第２条各号に掲げるもののうち、次の各号に掲げるものについては、当該各号

に定めるものとする。ただし、特別の事情のあるものについてはこの限りでない。 

(1) 条例第２条第１号に掲げるもの 次に掲げるもの 

ア 市長として４年以上在職した者 

イ 市議会の議員又は副市長、教育長若しくは病院事業管理者として８年以上在職した

者 

ウ ア又はイ以外の地方公務員法（昭和25年法律第261号）第３条第３項第１号に該当

する特別職又は区長として12年以上在職した者 

エ 地方公務員法第３条第３項第２号に該当する職その他の職で市長が別に定めるも

のに16年以上在職した者 

オ 地方公務員法第３条第３項第５号に該当する消防団員及び水防団員の職に16年以

上在職した者 

(2) 条例第２条第３号に掲げるもの 民生の業務に携わる者で、16年以上在職したもの 

(3) 条例第２条第５号に掲げるもの 市のために寄附をしたもので、当該寄附の日以前

３年間に市のためにした寄附の合計額が300万円以上（団体等にあっては500万円以上）

となるもの 

２ 前項に定めるもののほか、ボランティア活動を16年以上行っているもので、当該ボラ

ンティア活動による功績が条例第２条第１号から第４号までのいずれかの規定に該当す

ると認められるものについては、当該規定の対象者とすることができる。 

（在職年数等の計算） 

第６条 前条の規定による在職年数及び活動年数は、中断しても、これを通算する。 



 

２ 同時に２以上の職を兼ねていた場合の在職年数の計算は、その一方によって計算し、他

の年数は計算しない。 

（表彰） 

第７条 条例により表彰を受けるべき者が表彰される以前に死亡したときは表彰状及び記

念品はその遺族に贈与する。 

（委任） 

第８条 この規則の施行について必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この規則は、昭和53年５月１日から施行する。 

附 則（昭和56年９月19日規則第15号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３年９月10日規則第17号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成５年９月30日規則第20号） 

この規則は、平成５年10月１日から施行する。 

附 則（平成12年７月31日規則第31号） 

この規則は、公布の日から施行し、改正後の三好町表彰条例施行規則の規定は、平成12

年４月１日から適用する。 

附 則（平成18年６月28日規則第34号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成19年２月21日規則第６号） 

この規則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年８月21日規則第38号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成21年11月５日規則第36号） 

改正 平成29年２月17日規則第４号 

（施行期日） 

１ この規則は、平成22年１月４日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の第５条第１号アの職にあった者の在職年数は、同号中「市長」とあるのは「町

長」と読み替え、この規則の定める職とみなし、これを通算するものとする。 



 

附 則（平成26年11月20日規則第29号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成28年11月29日規則第64号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成29年２月17日規則第４号） 

（施行期日等） 

１ この規則は、公布の日から施行し、改正後のみよし市表彰条例施行規則の規定は、平成

28年４月１日（以下「適用日」という。）から適用する。 

（経過措置） 

２ この規則の適用の際現にこの規則による改正後の第５条第１項第１号又は第２号に掲

げる職に在職する者がある場合には、適用日前までの当該職の在職年数に市長が別に定め

る割合を乗じて得た年数を、この規則による改正後の当該職の在職年数とみなす。 

附 則（令和２年２月21日規則第３号） 

この規則は、令和２年４月１日から施行する。 

 



 

○感謝状等の贈呈に関する取扱要領 

平成９年５月１日 

改正 平成11年７月１日 

平成12年９月１日 

平成13年５月１日 

平成16年８月１日 

平成22年１月４日 

平成22年９月１日 

平成23年９月１日 

（趣旨） 

第１条 この要領は、感謝状等の贈呈について必要な事項を定めるものとする。 

（感謝状の贈呈対象） 

第２条 感謝状の贈呈対象は、市が事務事業を遂行するにあたり、積極的に援助又は協力し

たもので、別表の功労区分に伴い、謝意を表することを適当と認められるものとする。 

（感謝状贈呈の基準） 

第３条 感謝状の贈呈基準は、次に掲げるところによる。 

(1) 別表の功労区分に従い、その功績内容が謝意を表することを適当と認められるもの 

(2) 前号の他、特に市長が感謝状贈呈を必要と認めるもの 

(3) 市税を滞納していない者であること。 

（感謝状の時期） 

第４条 感謝状の授与は文化の日記念式典または必要と認められる場合にこれを行うもの

とする。 

（賞状の贈呈対象） 

第５条 賞状の贈呈対象は次に掲げるところによる。 

(1) 文化・芸術・スポーツ等の各分野における大会等において、優秀な成績を収め、市

の名声を高めたものとする。 

(2) 市が主催する各種大会、コンクール等において優秀な成績を収めたものとする。 

(3) 各団体から、各々の規程に従い賞状贈呈に相応しいとして推薦されたものとする。 

（賞状の贈呈基準） 

第６条 賞状の贈呈基準は、別に定める区分に従い、賞状贈呈が適当と認められるものとす

る。 



 

（賞状贈呈の時期） 

第７条 賞状の贈呈時期は次のとおりとする。 

(1) 第５条第１号における場合は、文化の日記念式典または必要と認められる場合に、

これを行うものとする。 

(2) 第５条第２号における場合は、各種大会、コンクール等開催時とする。 

(3) 第５条第３号における場合は、各団体総会等開催時とする。 

附 則 

この要領は、平成９年５月１日から施行する。 

附 則（平成11年７月１日） 

この要領は、平成11年７月１日から施行する。 

附 則（平成12年９月１日） 

この要領は、平成12年９月１日から施行する。 

附 則（平成13年５月１日） 

この要領は、平成13年５月１日から施行する。 

附 則（平成16年８月１日） 

この要領は、平成16年８月１日から施行する。 

附 則（平成22年１月４日） 

この要領は、平成22年１月４日から施行する。 

附 則（平成22年９月１日） 

この要領は、平成22年９月１日から施行する。 

附 則（平成23年９月１日） 

この要領は、平成23年９月１日から施行する。 

別表（第３条関係） 

感謝状の功労区分 

功労区分 功績内容 

自治 地方自治の伸展に貢献し、その功績の顕著なもの 

産業（商工） 産業の開発、振興に貢献し、その業績の顕著なもの 

教育 教育・学術の振興に貢献し、その業績の顕著なもの 

文化 技芸その他文化の振興に貢献し、その功績の顕著なもの 

体育 体育、スポーツの振興に貢献し、その功績が顕著なもの 



 

福祉（社会福祉、

児童福祉、保健衛

生） 

福祉、医療、保健、衛生において貢献し、その功績の顕著なもの 

生活安全 安全なまちづくりに貢献しその功績が顕著なもの 

ふるさと 地域振興、ふるさとづくりに貢献し、その功績が顕著なもの 

国際交流 国際交流に貢献し、その功績が顕著なもの 

環境 自然環境保護に貢献し、その功績が顕著なもの 

ボランティア ボランティア活動を通じて地域社会づくりに貢献し、その功績が顕

著なもの 

 



〇みよし市表彰事務取扱内規 

平成２２年 １月１５日 

改正 平成２９年 ８月 ３日 

令和 ４年 ４月 １日 

令和 ５年１０月２３日 

令和 ６年 ６月２０日 

 （趣旨） 

第１条 みよし市表彰条例（昭和５３年三好町条例第１号。以下「条例」という。）に

基づく表彰並びに感謝状等の贈呈に関する取扱要領(平成９年５月１日。以下「要領」

という。)に基づく感謝状及び賞状の贈呈の取扱いについては、条例、みよし市表彰

条例施行規則(昭和５３年三好町規則第１号。以下「規則」という。)及び要領に定め

るもののほか、この内規の定めるところによる。 

 （表彰） 

第２条 表彰の功労区分及びその功績内容は、次の表のとおりとする。 

功労区分 功績内容 

自治 地方自治の伸展に貢献し、その功績の顕著なもの 

教育 教育・学術の振興に貢献し、その業績の顕著なもの 

体育 体育、スポーツの振興に貢献し、その功績の顕著なもの 

文化 技芸その他文化の振興に貢献し､その功績の顕著なもの 

福祉(社会福祉、児童

福祉、保健衛生) 

福祉、医療、保健、衛生において地方民生の安定に尽力

し、その功績の顕著なもの 

産業（商工） 産業の開発振興に貢献し、その業績の顕著なもの 

ボランティア ボランティア活動を通じて地域社会づくりに貢献し、そ

の功績の顕著なもの 

奇特篤行 公益のため私財を寄附し、その功績の顕著なもの 

２ 条例第２条第１号及び第３号に掲げるものに係る表彰の候補者(団体等を除く。)

は、次のいずれにも該当するものとする。 

(1) 別表第１に掲げる職又はそれらの職と同様と認められる職(以下「表彰基準職」

という。)にあった者で、表彰基準職の在職期間が同表に定める基準年数(以下「表



彰基準年数」という。)以上となる者であること。 

(2) 表彰日の現在において、原則として年齢満６０年以上の者であること。 

(3) 表彰基準職を退任している者であること。ただし、現に表彰基準職にある者(規

則第５条第１項第１号アからウまでに規定する職にある者を除く。)が表彰基準年数

を満たし、かつ、年齢満７０年に達している場合は、この限りでない。 

(4) 刑罰歴及び市税の滞納がない者であること。 

３ 表彰は、原則として、文化の日記念式典において行う。ただし、表彰を受けるべき

者が表彰される前に死亡したときは、この限りでない。 

４ 表彰の候補者の具申は、担当課が候補者選考調書（別記様式１）を表彰担当課に提

出して行うものとする。 

５ 表彰担当課は、前項の規定により具申された候補者の表彰の適否について、担当課

に書面をもって通知する。 

 （感謝状） 

第３条 要領第３条第１号の規定により贈呈する感謝状の候補者(団体等を除く。)は、

次のいずれにも該当するものとする。 

(1) 別表第２に掲げる職又はそれらの職と同様と認められる職(以下「感謝状基準

職」という。)にあった者で、感謝状基準職の在職期間が同表に定める基準年数(以

下「感謝状基準年数」という。)以上となる者であること。 

(2) 感謝状基準職を退任している者であること。ただし、現に感謝状基準職にある

者(規則第５条第１項第１号アからウまでに規定する職にある者を除く。)が感謝状

基準年数を満たし、かつ、年齢満７０年に達している場合は、この限りでない。 

(3) 感謝状基準職と同一の表彰基準職で条例第 2 条の規定による表彰を受けていな

い者であること。 

(4) 刑罰歴がない者であること。 

２ 文化の日記念式典において贈呈する感謝状の候補者の推薦は、担当課が候補者選考

調書（別記様式１）を表彰担当課に提出して行うものとする。 

３ 表彰担当課は、前項の規定により推薦された候補者の感謝状の贈呈の適否について、

担当課に書面をもって通知する。 

 （表彰及び感謝状の在職期間の計算） 

第４条 表彰基準職及び感謝状基準職の在職期間の計算は、月の１５日以前に就職した



場合には当該月の１日に、月の１６日以降に就職した場合には当該月の１６日に就職

したものとみなし、月の１５日以前に離職した場合には当該月の１５日に、月の１６

日以降に離職した場合には、末日に離職したものとみなし、それぞれ半月単位で計算

する。 

２ 規則第６条の規定は、感謝状の在職期間の計算について準用する。 

３ 現に表彰基準職又は感謝状基準職にある者の当該職の在職期間の計算は、１１月３

日を基準として行う。 

４ ２以上の表彰基準職又は感謝状基準職にあった者の在職期間の計算は、いずれかの

職の在職期間に、他の職の在職期間に次の表に掲げる換算率を乗じて得た期間を加算

して行う。 

職の区分 換算率 

規則第５条第１項第１号アに

該当する職 
基準職    

規則第５条第１項第１号イに

該当する職 
２分の１ 基準職   

規則第５条第１項第１号ウに

該当する職 
３分の１ ３分の２ 基準職  

規則第５条第１項第１号エ及

びオ並びに同条第２項に該当

する職 

４分の１ ２分の１ ４分の３ 基準職 

  備考 １ 「職の区分」欄に掲げる２以上の職にあった者の基準職は、この表によ

る計算後の在職期間が最も多くなるものを基準職として適用する。 

     ２ 基準職となる職が該当する「職の区分」欄の上段に該当する職の在職期

間がある場合は、当該上段に該当する在職期間は加算しない。 

     ３ 基準職となる職が該当する「職の区分」欄と同じ段に該当する職の在職

期間の換算率は、１２分の１２とする。 

５ 市議会議員又は町議会議員の職にあった者で議長又は副議長の在職期間があるも

のの在職期間の計算は、議長については議長の在職期間に２分の１を、副議長につい

ては副議長の在職期間に５分の１を乗じて得た期間を、当該議員の在職期間に加算し

て行う。 

６ 消防団員又は水防団員の職にあった者で分団長又は副分団長の在職期間があるも



のの在職期間の計算は、分団長又は副分団長の在職期間に４分の１を乗じて得た期間

を当該消防団員又は水防団員の在職期間に加算して行う。 

７ 次の各号に掲げる処分を受けた者については、当該各号に定める期間を在職期間か

ら減ずるものとする。 

(1) 休職 休職の全期間 

(2) 降給 １年 

(3) 減給 減給の期間が２月未満の場合は半年、２月以上の場合は１年 

 （賞状） 

第５条 賞状の種類は、次のとおりとする。 

(1) 市民栄光賞 

(2) 栄光賞 

(3) 特別栄光賞 

 (4) 特別功労賞 

(5) 栄誉賞 

(6) 奨励賞 

２ 要領第５条第１号の規定による賞状の贈呈は、次の表のとおりとする。 

賞 状 の

種類 
功績内容 

功績内容に相当するも

のの例 

市 民 栄

光賞 

世界的な区域を対象に行われるスポーツの競技

大会若しくは文化、芸術等の展覧会等(以下「大

会等」という。)において最優秀な成績を収め、

又は世界的な学術若しくは芸術等に関する顕著

な貢献を表彰するものを受け、市の名声を高めた

個人又は団体に贈呈する。 

オリンピック競技大会

優勝、ノーベル賞受賞

等 

栄光賞 世界的な区域を対象に行われる大会等において

特に優秀な成績を収め、又は複数の国の区域を対

象に行われる大会等おいて最優秀な成績を収め、

市の名声を高めた個人又は団体に贈呈する。 

 

オリンピック競技大会

入賞、アジア競技大会

優勝等 



特 別 栄

光賞 

世界的な区域を対象に行われる大会等に複数回

連続で出場し、特に優秀な成績を収め、市の名声

を高めた個人又は団体に贈呈する。 

オリンピック競技大会

連続入賞等 

特 別 功

労賞 

世界的な区域を対象に行われる大会等に出場し、

又は複数の国の区域を対象に行われる大会等お

いて優秀な成績を収め、市の名声を高めた個人又

は団体に贈呈する。 

オリンピック競技大会

出場、アジア競技大会

準優勝、入賞等 

栄誉賞 複数の国の区域を対象に行われる大会等に出場

し、又は全国の区域を対象に行われる大会等にお

いて最優秀な成績を収め、市の名声を高めた個人

又は団体に贈呈する。 

アジア競技大会出場、

国民スポーツ大会優

勝、日本美術展覧会特

選等 

奨励賞 全国の区域を対象に行われる大会等において特

に優秀な成績を収め、又は愛知県の全部若しくは

愛知県に近接する県の区域を対象に行われる大

会等において最優秀な成績を収め、市の名声を高

めた個人又は団体に贈呈する。 

国民スポーツ大会入

賞、東海高校総体優勝

等 

備考 １ 大会等には、オープン参加のものを含まない。 

２ 大会等は、概ね１０以上の個人又は団体が出場しているものを対象とする。 

３ 大会等は、予選又は予選に準ずる試合等を経て決勝等に進出し、この表の

功績を収めたものを対象とする。 

４ 市長が特に必要と認める場合は、この表の規定にかかわらず、賞状を贈呈

することができるものとする。 

３ 賞状は、賞状の種類ごとに同一の個人(高校生までの個人及び団体競技で収めた成

績に対し賞状を贈呈した個人を除く。)に対して１回に限り贈呈するものとする。 

４ 賞状は、市内に在住し、又は所在する個人又は団体を対象とする。ただし、市内に

在住する個人が所属する市外に所在する団体が第１項に規定する功績を収めた場合

その他市長が特に必要と認めた場合は、この限りでない。 

５ 賞状は、文化の日記念式典又は必要と認められる場合に贈呈する。  

６ 文化の日記念式典において贈呈する賞状の候補者の推薦は、担当課が候補者選考調

書（別記様式２）を表彰担当課に提出して行うものとする。 



７ 表彰担当課は、前項の規定により推薦された候補者の賞状の贈呈の適否について、

担当課に書面をもって通知する。  

附 則（平成２９年８月３日） 

１ この内規は、平成２９年８月３日から施行し、平成２８年４月１日（以下「適用日」

という。）から適用する。 

２ 適用日前に第４条第４項の表に掲げる職に在職した者の適用日前の在職期間の計

算については、同項の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（令和４年４月１日） 

この内規は、令和４年４月１日から施行する。 

  附 則（令和５年１０月２３日） 

この内規は、令和５年１０月２３日から施行する。 

附 則（令和６年６月２０日） 

この内規は、令和６年６月２０日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第１(第２条関係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別表第２(第３条関係) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別記様式１（第２条、第３条） 

ふりがな

氏　　名

生年月日

現　住　所

年・月・日

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 賞　罰 （位階・勲等・県表彰・市表彰・その他の表彰

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

自 ・ ・ 年 　月 　日 年 月 日 年 月 日

至 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

候補者選考調書（個人）

担当課名 摘　要

　 　 年度 事　績　の　概　要

　　　　年　　月　　日 （満 歳）

略　　　　　　　　歴

職等の名称 役職名
在職期間

在職年月数
重複を除く

率 換算年月数
年　月　数

　及び道路交通法違反を含む刑罰の内容）

 

・事業の内容

担当課名

みよし市

・表彰（感謝状）に該当すると認める事項の詳細

・その他参考となる事項

・摘　要

設立年月日 　　　　　　年　　　月　　　日

ふりがな

代表者名

本社等の所在地

営業所等の所在地

候補者選考調書（団体）
ふりがな

・組織及び変革（最近の定款又は規約等を添付)
名　　称

　　年度

 

 



別記様式２（第５条関係） 

 

※対象となる功績が複数ある場合は、賞状の種類が最も優秀となるもの１つを記載する。 

※大会等の名称には、正式名称、出場種目、部門等を記載する。 

※所属には、学校名、企業名、クラブチーム名等を記載する。 

※大会等の正式名称と成績がわかる資料（賞状の写し、大会 HP等）を添付する。 

 

候補者選考調書 担当課： 

ふりがな  
生年 

月日 
  年  月  日（満  歳）  

氏名  

現住所 
〒 

 

大会等 

の名称 
 

所属  成績等  
賞状 

種類 
 

備考  


